











氏 名 貝塚 陽子 
学 位 の 種 類 博士（心理学） 
学 位 記 番 号 甲第 57 号   
学位授与年月日 平成 29 年 10 月 5 日 
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当者 
主 題 摂食障害回復者の心理的変化過程と回復要因 
副 題  
委員長 教授  石井 直人 




教授  田島 信元 
准教授 眞榮城 和美 
















目的に行われた。本研究では、摂食障害回復者 13 名のインタビューデータを M-GTA にて質的分析を















































































  以上、3 つの研究から、共通する回復の要因を示した点においては、臨床上で心理的支援をす
る際の視点として重要であり、本研究の意義の一つであると思われる。 
 
③ロールシャッハ研究において、摂食障害患者と回復者の比較をしたことと、回復者の特徴につ
いて明らかにした（研究Ⅱ・研究Ⅲ）。 
ロールシャッハ研究において、摂食障害患者群と回復者群を比較し、その違いについて述べた
ものや、回復者の特徴について明らかにしたものはまだ見当たっていない。本研究において、そ
の点を明らかにしようと試みたことは、摂食障害におけるロールシャッハ研究において価値があ
るものと考えられる。研究Ⅱでは、摂食障害患者群と回復者群を比較し、その違いから回復する
ために必要であると考えられる要因を述べた。更に、研究Ⅲでは、摂食障害患者の特徴のみなら
ず、回復者の特徴にも焦点を当て、回復者群は摂食障害患者に比べると、資質が高くなっている
こと、自発的な欲求が高くなっていることが注目すべき特徴であることを明らかにした。また、
先行研究でも摂食障害患者の感情の統制力が低いことは言われており（吉村ら, 2006）、その点に
ついては先行研究と同様の結果が示されたが、本研究では回復者はコントロールされていない感
情表出を抑えていることも示唆された。 
  
以上のように、本研究においては、一貫して、摂食障害からの回復に焦点を当て、回復するめ
に必要なことを示唆し、その視点を支援に役立てようと試み、ロールシャッハ研究においても回
復者の特徴を捉えようとしたことに意義があると考えられた。本研究は臨床現場のデーターをエ
ビデンスとして、発達心理学的に丹念な研究が為され、この結果は臨床現場においても大きな示
唆を与える研究であると判断された。審査委員会では、以上の点を認めつつも、考察にて行った
ノーマル群との比較が、包括システムでの標準的なノーマル群のサンプル（中村ら，2007）を使
用したことにサンプル数の違いから多少無理があるのではないかという意見も出されたが、最終
的には今後の課題につなげていくものとして、課程博士論文としては十分な要件を満たしている
ことが確認された。 
 以上により、審査委員会では本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
